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れ
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院
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が
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自
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し
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の
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が
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掲
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2007年 度仏教学院生会員研究業績

金 沢 豊(D3)

《口頭発表》
・『入中論 』における唯心解釈 と十二支縁起観

平成17年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2006.1.26
・『入中論 』における十二支縁起観

日本印度学仏教学会第57回 大会2006.9.12
・『中論頒 』第27章 の構成につ いて

平成18年 度龍谷仏教学会学術研究発表 会2007.1.25
・『中論頒 』におけるdr卵 一第二十七章 を中心に一

日本印度学仏教学会第58回 大会2007.9.5
・ 空見考

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会200&1.18

《論文発表》
・『入 中論 』 にお け る 『十地 経 』の 引用

『印度 学 仏 教学 研 究 』55-22007.3

・『中論 頒 』 にお け るdrsti一 第27章 を中心 に一

『印度 学仏 教 学研 究 』56-12007.12

金 子 大 輔(D3）

《口頭発表》
・阿?仏 国土への往生

平成18年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2007.L25
・『阿?仏 国経 』にお ける菩薩道の意義

日本印度学仏教学会第58回 大会2007。9.4
・『道行般若経 』に見 られる阿閤仏思想

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会200&1.18

《論文発表》
・『阿?仏 国経 』にお ける菩薩道の意義

『印度学仏教学研究 』56ゐ1200τ12

小 野 嶋 祥 雄(D2)

《口頭発表》
・釈道安 の仏典翻訳論

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2008.1.18



鍵 和 田 聖 子(D2)

《口頭発表》
・大 日即弥陀思想の事相的要因

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2008.1.18

《論文発表》
・日本の密教曼陀羅 と神仏習合

『2005年度東洋英和女学院大学大学院紀要』創刊号2005.3

・東寺講堂立体曼茶羅 の思想的背景

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』282006.12

亀 山 隆 彦(D2)

《口頭発表》
・不可思議撰 『大毘盧遮那経供養次第法疏』の基礎的考察

平成18年 度龍谷仏教学会学術研究発表会200τ1.25
・『大 日経疏 』における浅略釈 ・深秘釈について

日本印度学仏教学会第58回 大会2007.軌5

《論文発表》
・東密における機根論の展 開

『龍谷大学大学院文学研 究科紀要 』282006.12

・『大 日経疏』における浅略釈 ・深秘釈について

『印度学仏教学研究』56-12007.12

濱 野 弘 胤(D2)

《口頭発表》
・『倶舎論』に見 られ る三種 の思について

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2008.1.18

村 上 明 也(D2)

《口頭 発 表 》
・『摩詞止観』における遠方便と近方便の関係

平成18年度龍谷仏教学会学術研究発表会2007.1.25
・『摩詞止観』の六即大乗説に対する疑義

日本印度学仏教学会第58回大会200τ 駐5
・湛然における十乗観法の修行規定



平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会2008.1.18

《論文発表》
・ 源信 にお ける 「無量寿三諦説」成立の再考

r仏教学研究 』64号2008.3

喪 慶 蛾(D2)

《口頭発表》
の141に お ける対論者の所在問題

平戌19年 席龍谷仏教学会学術研究発表会 2008.1.18

井 上 綾 瀬(D1)

《口頭発表》
• Bhojaniya と

•  yamakalika

 Khadaniya

につ いて

《論文発表》
• Bhojaniya と Khadaniya

日本印度学仏教学会第58回 大会2007.駄4

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会200&1.18

『印度学仏教学研究 』56-12007.12

K・ プ ラ ポ ン サ ッ ク(D1)

《口頭発表》
・阿含 ・ニカーヤ における止観 の成立 と展開

平成19年 度龍谷仏教学会学術研究発表会200&1.18

• P  ramanavarttaa
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一
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第
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第

三
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第

四
条

第

五
条

第

六
条

第

七
条

第

八
条

第

九
策

第

一
章

総

則

本
会
は
、
値

谷
大
学
仏
教
学

院
生
会
と
称
す
る
。

本
会
は
、
院

生
の
自
治
を
基
本
と
し
て
、
学
問

の
自

由
を
抑
裡
し
、
龍
谷
大
掌
仏
教
掌
大
学
院
生
の
研
究

活
動
の
向
上

に
努
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
執
行
部
を
京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮
龍
谷

大
学
仏
教
宇
研
究
寵
内
に
置
く
。

第
二
章

会

員

本
会
は
、
次

の
会
鼠
を
以
て
憎
戚
す
る
.

一
、
正
会
貝

龍
谷
・穴
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻
に
在

箱
す
る
も

の
.

二
、
準
会
貝

本
会
の
主
旨

に
賢
同
し
、
特
に
本
会

に
昭
め
ら
れ
た
も
の
。

第
三
皐

維

会

紐
会
は
、
本
会

の
鰻
高
躇
決
機
関
で
あ
る
.

紐
会
は
.
本
会

の
正
会
員
を
も
っ
て
槽
成
す
る
。

繊
会
は
、
正
会
口
の
三
分

の

一
以
上
の
参
加
を
も

っ

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

紛
会
は
、
会
長

が
こ
れ
を
招
集
し
、
次

の
場
合
に
開

催
さ
れ
る
.

一
、
定
鮒
総

会

(
毎
年
四
月
)

二
、
会
長
が
磨
要
と
餌
め
た
場
合
。

三
、
正
会
員

の
五
分
の

一
以
上
の
連
署
に
よ

る
妻
求

の
あ

っ
た
場
舎
.

紐
倉
に
お
け

る
決
蹴
は
出
席
会
口
の
遇
半
敷
の
同
愈

を
晒
聾
と
す

る
.

第
十

条

第
十

一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
四
章

銑
行
部
役
員

本
会
は
、
次
の
役
貸
を
お
く
。

一
、
①
会
長

一
名

②
副
会
長

一
名

③
会
計

一
名

④
渉
外

一
名

⑤
書
紀

一
名

⑥

会
計
臨
査

一
名

⑦
文
学
部
院
生
協
詣
会
代
義
委
貝
二
名

二
、
た
だ
し
、
①
、
③
以
外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ

な

い
.

会
長
は
、
会
飼
の
推
薦
に
よ
り
総
会
の
承
鵬
を
御

る
。

又
、
役
風
は
、
紛
会
に
お
い
て
正
会
員
よ
り
選
出
す

る
噂
会
畏
は
、
本
会
を
代
表
し
、
軌
行
部
は
統
括
す
る
。

役
風
の
任
期

は

一
年
と
し
、
重
任
は
妨
げ
な
い
。

第
五
章

事

粟

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
為
、
次
の
事
業

を
行
う
。

}
、
研
究
兜
表
金
、
講
演
会
等
の
開
催
並
び
に
そ
の

順
助
。

二
、
出
版
物
の
刊
行
。

三
、
会
貝
親
睦
に
関
す
る
事
榮
.

第
十
四
条

一
、
二
、
の
事
菓
に
開
し
て
は
次
の
と
お

り
に
行
う
。

一
、
原
則
と
し
て
正
会
貝
は
、
年

一
度
研
究
発
畏
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
発
衰

の
増
と
し

て
定
例
研
究
発
表
金
を
行
う
も
の
と
す
る
.

二
、
研
究
発
表
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
に
行
う
.

イ
、
修
士
謀
程
(以
下
M
ヒ
略
す
》
一
年
は
、

一
年

聞
を
発
喪
猶
予
期
聞
と
み
な
し
、
翌
年
度
初
頭

に
お
け
る
研
究
経
過
帽
告
倉
に
て
発
表
を
行
う

も
の
と
す
る
.

ロ
、
M
二
年
以
上
は
、
修
士
諭
文
提
出
前
に
行
う

中
聞
発
衷
を
も

っ
て
、
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き

る
.
但
し
、
談
当
年
展
の
諭
文
提
出
を
行

わ
な
い
も
の
も
、
研
究
経
遇
の
発
盛
を
も

っ
て

第

十
.六

条

第
十
七
条

第
十
八
条

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
着
.

ハ
、
博
士
後
期
遇
程
(以
下
D
と
略
す
}は
、
何
等

か
の
研
究
雑
誌
に
活
字
化
さ
れ
た
鎗
文
の
発
幾

を
行
う
。

二
、
但

し

、
D

一
年
は

、
修

士
酋
文
要

絢
(
£

掌
院
紀
要
」

に
掲
載
分
》を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
春
る
.

三
、
第
十
四
条
二
の
内
、
年

一
回
は
、
研
爽
驕
誌
の

発
刊
を
行
う
も
の
と
す
る
.
又
、
亮
刊
に
障
し

て
は
、
編
集
委
員
会
を
蟹
き
、
本
会
軌
行
飾
役

員
を
も

ウ
て
こ
れ
を
構
成
す
己
.

イ
、
紹
撫

養
員
の
内
、
紹
集
賛
貝
長

一
客
を
互
薄

し
、
委
員
を
統
括

す
る
ち
の
と
す
る
.

ロ
、
但
し
、
紹
集
委
員
会
が
必
憂
と
望
め
た
増
倉
馬

若
干
名
の
委
口
を
、
正
会
口
よ
り
委
鱒
長
が
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

第
六
皐

会

計

本
会

の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

一
日
よ
り
翌
年
三

月
三
十

噛
日
ま
で
と
す
る
.

本
会
の
軽
貴
は
.
還
元
金
、
会
賛
.
寄
付
金
、
お
よ

び
モ
の
他

の
収
入
に
よ
番
。

正
会
口
会
買

年
額

三
.
0
0
0
円

準
会
属
会
黄

年
額

噌
、
O
O
O
円

本
会
の
決
算
粗
告
吐
、
監
葦
委
口
の
監
査
を
う
け
た

後
、
軌
行
部
が
決
算

杷
告
書
を
構
倉
に
提
出
し
、
モ

の
承
認
を
縄
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

付

則

一
、
本
会
則
は
、
総
金
の
決
躇
に
よ
り
変
更
ず
る
こ
と
が
で
き
る
.

二
、
本
会
則
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
施
行
{平
成
三
年
五
月

脚
日

一
郎
変
更
}の
龍
谷
大
学
仏
教
学
跳
生
会
会
則
の

一
節

を
変
更
し
、
平
成
六
牢
四
月
十
八
日
よ
り
施
行
す
る
。
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